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令和 5年度 幼稚園運営計画 

奈良保育学院付属幼稚園  

園長 石原伸浩  

 

１． 経営方針 

幼稚園の 3 年間は人格形成の基礎を培う大切な時期である。各学年１クラスの落ち着いた環境の中で

心を躍らせ、好奇心旺盛にチャレンジし、自分の思いや考えをのびのびと表現できる子どもの育成に努める。

そのために、以下の３点を経営方針とする。 

① 子どもを真ん中に置いた園づくり 

② 白藤学園の強みを生かした園経営 

③ 健康で働きやすい職場づくり 

 

２． 教育理念、並びに教育目標 

本園はこれまで「あしたがまちどおしくなる幼稚園」を目標に、子どもの心に寄り添い、豊かな感性と伸び

伸びと表現する力を引き出し、意欲や主体性を高める保育の実践に努めてきた。その中で、昨年度白藤学

園が幼稚園、こども園、保育園の 3 園を有する向け、改めて白藤学園の目指す幼児教育について議論を行

った。本園では、これまで取り組んできた「あしたがまちどおしくなる幼稚園」は本園の教育の土台としなが

ら、教育理念や教育目標等については 3園共通のものとし、以下の通り取り組んでいくこととした。 

［教育・保育理念］  たっぷり遊び じっくり学び ともにたかめあう 

［教育・保育目標］  かけがえのない子ども時代を、人・もの・こととの関りを通して豊かに生きる 

［目指す子ども像］  主体的に生き生きと遊ぶ子ども 

                  ねばり強く取り組む子ども 

                  自分も友だちも大切にする子ども 

 

３． 本年度の主な取組 

① 生活や遊びの中からの学び 

・ 登園後、体を使った自由選択遊びが充分に行えるよう環境を整え、遊びの時間を確保する 

・ 季節の移り変わりや円行事、節句の行事などにあわせ、遊びが広がるようにする 

色水遊び / 水遊び / 七夕 / 運動会 / ハロウィン / 作品展 / クリスマス / 生活発表会など 

② 自然体験や栽培活動を通した情操教育 

・ 理事長の畑をお借りして行う玉ねぎ、サツマイモの植え付けと収穫 

・ 年長児の「思い出保育」での自然体験（奈良市青少年野外活動センター「森のムッレ教室」） 

・ 白藤学園の「花プロジェクト」（6月・11月）に参加し、花いっぱいの学園づくりに努める 

③ 基本的な生活習慣と規範意識の向上 

・ 基本的な生活習慣がつくよう、県の「元気なならっ子約束運動」などを活用し、家庭を巻き込みながら

発達段階に沿った指導を丁寧に行う。 

・ 規範意識を高め、人を思いやる気持ちが芽生えるような指導を行う。 



④ 正課の中で、専門の講師を迎えての学び 

・ 体育教室  全園児 週 2回（月・金）  眞田講師、田渕講師、本田講師 

・ 英語教室  全園児 週 1回（木）  フェーガン先生 

・ 茶道教室  年長児 学期に 1回  前園先生、德永先生 

⑤ 食育と ESDｓの取組 

・ 食に関心が持てるよう、畑で野菜を育てたり、給食に提供したりする（5月は大根を収穫し、給食に） 

・ 保護者と職員で味噌を手作りし、給食で提供して、安全で安心できる食事を意識する 

・ 大仏殿の見学や奈良の伝統文化に触れ、地域に対する誇りや地域を大切に思う心情を育む 

・ 高校生とコラボし、ＥＳＤｓの意識の醸成を図る 

⑥ 子どもの可能性を広げる課外教室 

・ 体育教室 月曜日 … ジャクパ 

・ 書道教室 火曜日・・・奥城先生 

・ 英語教室 金曜日 … フェーガン先生 

⑦ 保護者のニーズに応え、保護者と連携 

・ 早朝（8：00～）、延長（～18：00）、長期預かり保育の継続 

・ 保育参観（年 4回）、個人懇談会（年 2回）、おしゃべり会（年 3回）の実施  

・ 連絡アプリ「コドモン」を通した個別ドキュメンタリーの配信 

・ 保護者アンケートの実施と公開 … 結果を分析し、今後に活かす 

⑧ 教員の資質の向上 

・ 毎日の終礼時における保育の振り返りとミニ研修（園児の姿の見取り） 

・ ＣＬＭ（Check List in MIE）研修の継続 … 田中佳子先生による特別支援教育研修 

・ キャリアアップ研修への参加 … 奈私幼主催、奈良県・市主催の研修会、実技研修会に参加 

・ 11月 1日の公開保育に向けた研修 

・ 園の自己評価の実施とその公開 

⑨ 白藤学園 130周年記念に向けた取組 

・ 公開保育の実施（11月 1日） 

・ 「130周年記念 Tシャツを作成、販売し、移動動物園をよぼう！」 … 10月 21日（土）開催 

⑩ 園児獲得のためのアクション 

・ 白藤アカデミーの充実、拡大 … 年間 7回（当初予定）から年間 15回に 

・ 入園説明会に向けた取組 

- 保護者に協力いただき、全職員で取り組む 

- 子育て情報誌の活用 

⑪ 次年度（令和 6年度）に向けた取組の推進と課題 

・ 少子化対応 

→ 未就園児の子育てスポット的なスペース設置に向けた取組の推進 

→ 旧 PTA役員室を活用した満 3歳児保育の実施に向けた取組の推進 

・ 物価の高騰等に対応すべく、適正な保育料設定等の検討 


